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本日の内容

•漢方の基礎理論：「寒」「熱」について

•「寒証」とは

•「寒」の異常に用いる生薬と方剤（処方）





本日の内容

•漢方の基礎理論：「寒」「熱」について

•「寒証」とは

•「寒」の異常に用いる生薬と方剤（処方）



寒 熱

寒熱は体温のような絶対的なものではなく、

患者が寒気や冷えを感じれば「寒証」、

熱っぽく感じれば「熱証」

といい、疾病の性質を示す。







本日の内容

•漢方の基礎理論：「寒」「熱」について

•「寒証」とは

•「寒」の異常に用いる生薬と方剤（処方）



寒証について

• 寒証とは、冷えを基盤とする病態。

「寒証」とは全身的・局所的な冷えが起因または悪

化の要因となった病態である。腹痛・下痢・嘔吐な

どを来たし西洋医学で急性胃腸炎と診断されるもの、

喘息、アレルギー性鼻炎、基礎体温が低く月経周期

が遅れて妊娠しない人、また腰痛、筋肉痛、神経痛

などの中で冷えが原因で発症するものは非常に多い。





西洋医学と漢方医学の考え方の違い

○冷え性は冷える体質のこと。

○治療法もないこともあり、治療対象外となっている。

○冷え症を重要な「症状」として考えている。

○また、冷えは「万病の元」としてあらゆる病気

の源として 考えられている。

⇒冷えの治療を非常に重視している。

西洋医学では

漢方医学では
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寒証について

• 寒証とは、冷えを基盤とする病態。

さらに、寒証は、内因と外因の２つに分けら
れます。

冷え症は内因的（体質的）に、陽虚※、水滞、
瘀血などがあり、それが外因としての寒邪お
よび寒湿の邪を受けて発生します。

※陽虚：気虚に冷えを伴う状態







「実寒」と「虚寒」の関係

外因は内因を通して作用を起こすと言われ
ます。例えば、冷たいものを摂りすぎて腹が
痛くなるとか、下痢をするというのは臓腑の
中寒（実寒）です。

しかし普通の人は少々冷たいものを食べた
り飲んだりしてもそんな状態にはなりません。
つまり内因として陽虚体質の人は、外界から
のわずかな寒冷でも影響を受けやすいという
ことです。





内因による寒証（虚寒）

• 生体のいろいろな機能が低下するとか、循環

機能が悪くなり、体を温める機能が弱くなっ

て慢性的に生じる寒証があります。

これを内因による寒証（虚寒）といいます。





冷え症の原因

１、熱産生・貯蓄の異常

→「陽虚型」（気虚＋冷え）：脾虚、腎虚

２、熱を上手く運べない

 →「瘀血型」「血虚型」「気滞型」

３、体の中に障害物が多い

→「水滞型」

























































乾姜：運用のポイント

（１）温補･回陽作用

冷感･頻尿･夜間排尿を伴う下半身の冷
えに用い、脾胃を温め陽気をめぐらし、
冷えによる腹痛･腰痛･頻尿を治す。

（２）鎮咳･去痰作用

冷えによる咳嗽に用い、肺気をめぐら
し、鎮咳去痰する。



乾姜：配合応用

• 乾姜＋人参：

 胃腸の冷えによる下痢(未消化便)･腹

 痛･腹部の冷感･嘔吐を治す。

 (人参湯)

• 乾姜＋細辛：

 肺の水滞と冷えによる咳嗽、喘息用症状、白
色水疱沫状の痰を治す。

 (小青竜湯)



乾姜：配合応用

• 乾姜＋半夏：

 胃部を温め、胃内停水を除き、嘔吐を止める。

 (半夏瀉心湯)







附子：運用のポイント

（１）温補･回陽作用

陽気を補いめぐらし、身体を温め、冷
えを除き、四肢厥冷を治す。

（２）鎮痛作用

寒邪および湿邪による関節痛･筋肉痛･
腰痛に用い、それらの邪を除き、気のめ
ぐりを良くし、鎮痛する。



附子：配合応用

• 附子＋桂皮：

 寒湿の邪による神経痛･リウマチ･関節痛を治
す。

 (桂枝加朮附湯)

• 附子＋茯苓：

腎気を補い、水分代謝をはかり、小便不利、
浮腫を治す。

 (八味地黄丸、真武湯)



附子：配合応用

• 附子＋麻黄：

 陽気少なく悪寒の甚だしい感冒を治す。

 (麻黄附子細辛湯)





呉茱萸：運用のポイント
（１）止嘔作用

胃腸を温め胃気をめぐらし、冷えによる嘔気･
胸やけを治す。

（２）鎮痛作用

冷えによる胃痛･腹痛･関節痛に用い、陽気を
めぐらせ身体を温め、止通する。

（３）治頭痛作用

温補利水作用により、胃中の寒邪と水滞を除
き、頭痛を治す。



寒証に用いる生薬：呉茱萸

•呉茱萸＋生姜：

 胃を温め、胃内停水を除き、止嘔する
（呉茱萸湯）

•呉茱萸＋当帰：

 胃腸系の冷えが原因となる四肢の冷え･

 血行障害を治す

（温経湯、当帰四逆加呉茱萸生姜湯）





寒証に用いる生薬：山椒

•山椒＋乾姜：

 胃腸系を温め、機能を促進する

（大建中湯、当帰湯）

•山椒＋人参：

 胃腸系を温め、腹痛を治す

（大建中湯）



内臓型の冷えに対する処方

代表方剤

•人参湯：乾姜＋甘草、人参、白朮

•呉茱萸湯：呉茱萸、人参、生姜、大棗

•大建中湯：乾姜、人参、山椒、膠飴









人参湯について

• 人参湯の使い方は二通り

①まずは、急性の「裏寒」に対して用います。

急性に腹を冷やすと消化管の蠕動が亢進して

腹痛、嘔吐や下痢などが起こります。

急性の中寒（寒さに中る）では、平素元気の

良いもの、太っているもの、痩せているもの

などに関係なく用いられる。



人参湯について

②次に、虚寒証（内因による寒証）に用います。

年中寒がりで尿量は多く、喜唾（唾液が多い）など

がみられます。体質的に気虚･陽虚であり、その上に

寒が加わったものが多い。

気虚で元気のない「四君子湯」を用いるような人に

冷えが加わったときに「人参湯」を用いる。

「四君子湯」：人参＋茯苓＋朮＋甘草→補気

「人参湯」 ：人参＋乾姜＋朮＋甘草→温補



人参湯の臨床応用

①感染性胃腸炎（寒証）

②腹が冷えて腹痛･下痢するとき

③寒がりで元気のないもの

※長期にわたる経管栄養管理の患者の下痢



人参湯 服薬指導のポイント

• 甘草(3g)が特に多い処方なので長期に処

方される場合には経過に注意する

• 服用後3～4日で浮腫を生じる場合がある

が、その時には主治医に相談する（効果

の出る徴候なので、血圧等に問題がない

場合には継続されることがある）



人参湯 服薬指導のポイント

• 冷えと胃の不快感が利用されるポイント。

ほぼ消化器症状にしか使われない。

• お腹を冷やすとすぐに下痢をする。口の

中に唾液がよく溜まるというような訴え

がある。



人参湯 服薬指導のポイント

• 消化器に冷えがあるため、できるだけ温

めて（白湯に溶かすなど）服用する。

• 特に冷えが強い時は、真武湯を合方する

ことがある（附子理中湯の方意）









呉茱萸湯について

• 「呉茱萸湯」の人参は胃の痞えや痛みに対し

て配合されています。呉茱萸･生姜は、半夏･

生姜の組み合わせ、すなわち「小半夏湯」に

似て悪心･嘔吐を抑える胃薬です。胃を温め

る作用が異なるだけです。

※小半夏加茯苓湯：半夏＋生姜＋茯苓

※半夏厚朴湯：小半夏加茯苓湯＋厚朴＋蘇葉



呉茱萸湯について

• 胃内に水が多くて胃や食道が逆蠕動して嘔吐

反射を起こし、上に向かって嘔吐（逆気）す

るときは「呉茱萸湯」を用います。

一方、尿量が少なく、腸内に水が滞って下

に向かって下痢するときは「真武湯」を用い

ます。



呉茱萸湯について

• 「呉茱萸湯」は頭痛の薬としても有名です。

いわゆる片頭痛です。女性に圧倒的に多く、

月経がはじまる頃に頭痛が起きます。それと

疲れた時にも発作性に起きることがあります。

• 冷たい物を食べて胃が冷えると起こる片頭痛

に効果があります。



呉茱萸湯の臨床応用

①頭痛（片頭痛）

②嘔吐･吃逆（きつぎゃく）

③逆流性食道炎（寒証）

※呉茱萸湯の頭痛は冷えて起こる頭痛

五苓散の頭痛は気圧の変化で起こりやすい頭痛



呉茱萸湯 服薬指導のポイント

• NSAIDs（非ステロイド性消炎鎮痛剤）で

胃に不快感をすぐに覚える人の頭痛に使

われることがある

• 湯薬はにおい、味ともにあまりよくなく

飲みにくい。エキス剤は湯に溶かさず、

白湯でそのまま服用したほうが服用しや

すい。



呉茱萸湯 服薬指導のポイント

• 冷えると強くなる頭痛、特に片頭痛に使

われることが多い

• しゃっくりや呑酸には頭痛のあるなしに

関わらず使われることがある











大建中湯について

• 「大建中湯」は乾姜で腹を温めて、さらに山椒で腸

管の蠕動亢進を正常化することで冷えによる腹痛

（疝痛）を緩和します。山椒は腹部の中空臓器の平

滑筋の痙攣を止めて蠕動運動を正常化させます。

また山椒は乾姜を助けて内臓を温める作用もあり

ます。ちなみに山椒は胃酸を増加させるため、胸や

けやゲップなどを起こす人がいます。冷え症の人は

一般に低胃酸ですが、熱証の人は胃酸が多いために

注意が必要です。



大建中湯の臨床応用

①腸重積（イレウス状態）

②胆石･尿路結石の痙攣性疼痛

③過敏性腸症候群



大建中湯 服薬指導のポイント

• 冷えとは関係なく術後のイレウス予防に使われ

ることが最も多い

• 下剤で腹痛を起こすような便秘に用いられる

• 桂枝加芍薬湯（作用が緩和になるので長期の利

用に）や人参湯（下痢が強い場合）などと併用

されることもある







外表型の冷え（経絡の中寒）

• 寒冷刺激（寒邪）が、手足や体などの外表部
を侵すことで発症します。昔の人は気血が運
航する通路である経絡に寒邪が侵入したと考
えたようです。

• 寒冷刺激が強烈な場合には凍傷が生じます。
慢性的･長期的に寒冷に侵された場合には、
腰痛･筋肉痛･神経痛･冷え･しびれなどが起こ
ります。



「寒」の異常
外表型の冷えに用いる生薬と方剤

• 治療には、経絡を温めて寒邪を除く温経薬を
用います。

〇寒証に用いる生薬（温経薬）
桂枝、当帰、川芎、麻黄、細辛、附子
→外表･末梢の血行を促進する薬物

〇寒証に用いる方剤（温経剤）
五積散、当帰四逆加呉茱萸生姜湯、
苓姜朮甘湯、温経湯





外表型の冷えに対する処方

代表方剤

•五積散

•当帰四逆加呉茱萸生姜湯















五積散について

• 「五積散」が適応する病態には、

①寒湿が外表部に侵襲して起こる障害と、

②寒湿が身体の内部に侵入して起こるものが

あります。



五積散について

• 「五積散」が適応する病態には、

①冷房など寒冷の環境によって生じる体の冷え、

頭痛、四肢のしびれ、筋肉痛（特に下半身や大腿内

側）などに効果があります。五積散は中寒による腰

痛のファーストチョイスです。例えば、タクシーや

ビルの冷房にやられ、身体が冷えてゾクゾクと悪寒

がし、頭痛がして頭や腕などの露出部位がしびれた

ようになり、腰痛･肩背痛などがあるときに用います。

また冷え症の体質改善薬としても用いられます。



五積散について

• 「五積散」が適応する病態には、

②冷たい飲食物を食べすぎたり、寒冷の環境に長

くいることで、悪寒･発熱、関節痛、手足の冷え、頭

痛、鼻水などの外表の冷えによる症候と、悪心･嘔

吐･、下痢、腹部膨満、腹痛などの脾胃の寒湿による

症候がみられるものに用います。

また寒い時期の感冒薬として、特に体温の低い高

齢者や冷え症の風邪薬として役立ちます。葛根湯、

麻黄湯を服むと胃が悪くなるという患者にも良い。

麻黄：1g

麻黄：5g

麻黄：3g



五積散の臨床応用

①腰痛症

②冷え症

③感冒に応用

④胃酸過多、胃十二指腸潰瘍

⑤更年期障害



五積散 服薬指導のポイント

• からだが冷えて水分代謝が悪くなったた

めに起こった症状に適応が多い

• かぜ薬の一種と考えられ、発熱や悪寒な

どかぜ症候群の改善を目標としているこ

とがある

• 麻黄が入っているため、服用後に胃腸障

害や不眠を訴える場合がある









当帰四逆加呉茱萸生姜湯について

• 「当帰四逆加呉茱萸生姜湯」は当帰四逆湯に

呉茱萸と生姜を加えた方剤です。当帰四逆湯

は、当帰･桂枝･細辛で末梢血管を拡張して血

行を良くし四肢の冷えを温めます。つまり身

体の内部よりも主として身体外部、すなわち

手足や身体などの外表の冷えに用います。動

脈性に血行を促して温めます。



当帰四逆加呉茱萸生姜湯について

• 足が冷えると下肢を循環している間に冷やさ

れた血液が腹腔内に還流されるため、骨盤内

や腹腔内も冷やされます。下肢部が冷えるこ

とにより腹痛、腰痛、頻尿などの症状を引き

起こします。



当帰四逆加呉茱萸生姜湯について

• また水滞のある者は、腹痛や嘔吐･下痢など

の症状がみられます。この場合には呉茱萸と

生姜を加えます。すなわち当帰四逆湯と呉茱

萸湯を合方したような形で表裏の寒に対応す

るわけです。慢性的に冷えが続いている時に

は、腹腔内の冷えも必発であるため、嘔吐･

下痢などの症状がなくとも呉茱萸と生姜を加

えておいた方が良いと考えます。





当帰四逆加呉茱萸生姜湯
服薬指導のポイント

• 「冷房病」に利用されることがある

• 味はあまり良くない。エキス剤は溶かさ

ずにそのまま飲む方が飲みやすい。
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